
（様式３） 事業所名

目標達成計画 作 成 日 平成 27 年 3 月 30 日

【目標達成計画】　

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目　　　標

1 3
今年度（平成２６年度）は運営推進会議が２回し
か行われていない。

定期的に開催し、年６回行えるようにする。 12 ヶ月

2 9

普段の日常的な会話から、ご本人様の意向が
把握できるように接しているが、アセスメントとし
ての記録用紙は内容が把握できるものとなって
いない。

現状のアセスメント様式のほか、ご本人様の思
いが把握しやすい新様式の作成。

12 ヶ月

3 1
ホームのオープン時に作成した理念だが、利用
者様の変化にともない、現実味のないものと
なってきている。

新しい理念を作成し、スタッフ全員で共有す
る。

12 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組
む具体的な計画を記入します。

グループホーム　みさと

センター方式等を抜粋した、ホーム独自のアセス
メント様式を、介護スタッフと話あいながら作成す
る。

スタッフ会議時等に、理念について考え、ホーム
の現状に沿った理念が作成できるようにする。

目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

２ヶ月に１回、定期的に開催。毎回の開催時に、
次回の日にちを決めて確実に行えるようにする。

秋田ハッピーライフセンター


